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Ⅲ 世界はいま日本食ブーム

日本のものは「高品質で美味しい 「日本食は健康に良い」という現地の人達の健」、

康・安全志向に合致し、特に、アジアの経済的な所得の伸びに伴う「生活を豊かに

するための食」の中で世界的に評価されている。

１ アメリカ

様々な民族、人種が混住しているアメリカでは、多種多様な食品が存在するが、広

い国土のため、カリフォルニアなどの西海岸とニューヨークなどの東海岸、また南北

でも歴史的背景や自然条件、人種構成にかなりの違いがあり、それが食文化にも反映

している。

西海岸には古くからの移民による日系人が多数定住しており、日本食でも「望郷食

品」嗜好があり、東海岸は移民が少なく、日系人も企業の駐在員や留学生等に限定さ

れ「トレンディ食品」が嗜好され、それぞれ異なった嗜好性の市場を形成している。

保守的と言われる南部地域でも日本食が浸透してきており、寿司をピザの様に気軽に

食べていたり、緑茶を水代わりに飲んだりされている光景も見られる。

特に、多忙なビジネスマンや仕事を持つ女性にとっては、毎日の食事を簡単かつ栄

養的なものにすることへの関心が高く、最近は、栄養バランスを重視する消費者ニー

ズによって、ＨＭＲ（高級持ち帰り総菜）の人気が高く、ワンボックスでサラダから

メイン料理まで賄える御飯とおかずを組み合わせた「弁当」の人気も高まっている。

一方、 と呼ばれていた酒は 「 」と呼ばれるように普及しつつはあるRice Wine Sake、

が、一般的に欧米の人達は日本人よりはるかに金銭感覚が鋭いと言われているため、

他のレストランに比べて値の張る日本食レストランに頻繁に足を運ぶことに躊躇する

こともあり、和洋折衷メニューを作ったり、アメリカ人好みの味付け等を行うなどの

努力も見られ、日本食・日本文化を受け入れるには独自の「味付け」が要求されるも

のもある。

カリフォルニア巻きなどに代表される寿司ブームの背景には、低カロリー、低脂肪

食品への嗜好の高まりがあり、動物性タンパク質の摂取源として水産物が増加し、マ

グロやブリ、アンコウなどの鮮魚の一部が日本から輸入されている。しかし、魚の生

食の習慣が一般的ではないアメリカでは、鮮度保持に問題もあり 「寿司ネタ」とし、

ての新鮮な魚の入手が難しい。また、コメは新米とそれ以外程度の区別がされるのみ

で 「銘柄」の違いによる「おいしさの差」は不明確となっている。これには、炊飯、

器、炊飯方法（水加減など）のばらつきなど普及の課題も多い。一方、現地邦人には

日本のコメは「プレミアムライス」として価格に見合った評価を得ており、それに伴

いコメ以外の農林水産物や漬け物等の昔ながらの加工品の要望もある。

「日本食を食べるのは格好いい 「アメリカ人にとって、アジアの中では日本文化」、

が身近」など、総じて日本文化とともに日本食への関心が高まっている。
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２ ヨーロッパ

ヨーロッパは様々な国や民族で構成されており、歴史、気候風土などにより多種多

様な食文化が混在している。

イギリスは、主食的なジャガイモの他、最近では「食の質」にこだわる人々が増加

し また エスニック志向が高まっている とりわけ 寿司や麺類をはじめとした 日、 、 。 、 「

本食」人気が高まっており、回転寿司、持ち帰り寿司の普及に伴い、ロンドン市内だ

けでも日本食レストランは約 店舗を越え、焼き鳥、天ぷらなどの惣菜、食材、調200
味料、菓子類などの日本食品を陳列する小売店も増加している 「箸」を使って日本。

食を食べる光景も見られる様になってきている。最近では、日本製のビールや飲料、

煎餅、和菓子などの人気も高まっている。

フランス人は、自国の「美食の伝統」料理に誇りを持っているため、食生活は基本

的に保守的であると言われており、年齢層、職業やどんな状況で食べるかにより食事

様式も大きく異なっているが、近年、食品の種類や食品の多様性、個性ある食品を守

ろうという機運が高まり 「おいしいもの 「確かなもの」が指向される様になって、 」、

いる。地方の伝統料理の「味わい」や政府の公認ラベルが添付された食品などの「品

質」や有機農産物・食品に対する消費者の評価が高まっており、食事にかける時間の

変化や健康ブームを反映して、チャーハンや餃子といったオリエンタル系やハンバー

ガー、ピザなどのファーストフードの他、サンドイッチと鮨のテイクアウト、ケータ

リングサービスが最近急速に伸びている。寿司、刺身、焼き鳥をセットメニューで提

供する日本料理店や寿司専門店がパリを中心に増えているほか、消費者の日本食や日

本の食材に対する関心が高まっている。

ドイツでも、豆腐はサラダの食材として、醤油はドレッシングとして使うなど、味

、 、 、 、 、 、 。噌 梅干し 椎茸 ごま 海苔 ワカメ 漬け物といった日本食が浸透してきている

ボン市内の自然食品店には「日本食コーナー」も設置され、行列してレストランに入

ることが少ない国民性ではあるが、回転寿司店に並んで待っている光景も見られる。

、 、また 日本茶などに日本人以上にこだわっている日本茶ファンも多数存在する一方で

お茶は「グリーナテー」と呼ばれてドイツ統一後の 年に比べて約 倍の ｔ1991 17 2,300
） 、 。(うち日本産 ｔ へと消費が急増しており ドイツの消費者に認知されてきている135

最近のヨーロッパは、一般的に健康志向、食品の安全性に対する意識が相当高く、

ことに有機農法で栽培された農産物・食品に対する関心が高まっている。

ヨーロッパにとって、東アジアは距離だけでなく文化やメンタリティーの面でも非

常に遠い存在で、エキゾチックであり、その中でも日本は 「先端技術を持ちながら、

も伝統文化が残っている国」というイメージを持たれているため、日本の文化などの

情報提供と共に、日本の食材や日本食をアピールする必要がある。
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～毎日摂取する食品の各国比較（％）～表５

区分 米 魚介類 スープ 野菜 肉類 チーズ

汁物

アメリカ ７ ３ ４ ８０ ７１ ２８

フランス ９ １１ １４ ８１ ６６ ６８

イタリア ８ ８ １３ ６６ ３２ ４１

イギリス １０ １３ ８ ７９ ５４ ３３

ドイツ １３ １１ １４ ６９ ３９ ４８

日本 ９５ ５４ ６７ ９３ ３７ ７

IPSOS OPINION "SIAL A Comparative Survey of Eating Habits in Eight Countries"
(注)アンケート調査回答者のうち、当該食品を毎日食べると回答した者の割合。

(出所)「 年度農業白書」から引用。1996

３ アジア

(1) 香港

香港は世界最大級の日本食マーケットで、 年の日本食輸入額 億円はアメリ2002 610
カに次いで多い。日本との経済的な結びつきが強まる中で、日本食はすっかり香港の

人達に定着し、日本の食材を誰でも容易に入手可能となっている。

「日本製は良い 「日本製は信頼できる 「日本製は美味しい」といった日本製品」、 」、

に対する多大の信頼感がある一方で、日本製でないにも関わらず「日本製 「日本製」、

造◯◯◯」などと日本語表記されているものもある。

香港では、日系スーパーに限らず現地香港系のスーパーでも日本産の野菜や日本食

品が置かれ、日本食を扱うスーパー、百貨店の数、アイテム数、売り場面積、レスト

ラン数（約 軒）もずば抜けている。香港で日本から輸入された日本食品を食べて900
いる人の７～８割は現地の人達で 「日本食を食べるのはステータス」として、若い、

人達からも支持を受けている。さらに、約 万人の香港人口のうち年間約 万人が700 50
毎年来日しており、来日の目的の一つに「日本に行って美味しいものを食べたい」と

言うほど日本の食べ物に対する関心が高い。

香港の日本食市場は、質的には「本物の味」が求められるまでに成熟しつつあり、

量から質へ変化している。さらに、中国華南地域では香港のテレビ番組がそのまま受

信できるため、香港で流行するものは華南でも流行し、中国国内にも日本食が波及す

る可能性がある。

(2) 台湾

8,376 2002ＷＴＯ加入後の輸入枠が撤廃された台湾への日本のりんごの輸出量は ｔ（

） 、 「 」 、年 と加盟前の４倍に増え 日本からの果物の輸入品は品質において 別格 扱いで

高級品（米国産の３～５割高）として定着している。

日本のなしは「クリスタルペア」と呼ばれて愛好されており、りんごは、大玉で高

級感のある品種で中国産と対抗しているが、消費者の「ステータス」となっている。
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文化的にも日本文化の影響が強く、旧正月には「赤」がめでたい色とされており、

（ ） 、 「 」、「 」 、 「 」、赤いりんご 黄色系も同様 や 種類名に 金 王 文字が入ったもの 果実に 福

「祝」といった文字入りのものもお供え物として珍重されている。また、ピンク系は

ファッション性で人気を集めている。

台湾では、バレンタインデーにバラの花を贈る習慣があり、花の形や色などが珍し

く、品質の良い日本産のものが高値で販売されるほか、和菓子などは、日本の３月の

雛祭り、５月の兜飾りなど日本文化のイメージが確立しているものもある。さらに、

ヤマトイモが「薬用植物 「健康食品」として注目され、ジュースやヨーグルトに混」

ぜたり、シャーベットやケーキ用にと日本と異なった食べ方で爆発的にヒットした例

もあり、ＷＴＯ加盟後の貿易環境の変化により、一層日本との貿易関係の発展が期待

される。

(3) 中国

中国は広大な国土で、経済発展と共に

農村部から都市部への人口集中が続いて

2001いる。中国国内行政区別のＧＤＰ（

年のデータ）をみると広東省、江蘇省な

どの沿海部の経済発展が顕著なことを裏

付けている。一人当たりの都市住民の年

収 元に対し、農村部の住民の年収6,907.1
元と較差は約３倍となっており、2,366.4

上海市、北京市、広東省、浙江省などの

都市、沿海部と農村部の所得格差が顕著

になっている このうち 香港 深圳 広。 、 、 （

東省）を中心とする華南、華東（上海な

ど 、華北（北京、天津など）の３地域）

が大きな消費経済のマーケットとなって

おり、一国二制度の香港を玄関口として

上海などの地域に消費が波及する傾向に

なっている。

一般的に中国人は中華料理に誇りを持

っていると言われているため、海外料理

の受入姿勢には積極的と言えないところ

もあり 「生もの」を食べる習慣がほと、

んどないことから、回転寿司店でも「非

刺身系」のものが中心で、生ものはサー

図２ ＧＤＰ行政区別格差（２００１年）モン、マグロなど一部のネタに限られるな
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ど、装飾的な要素が高い。

しかし、高級、高品質であるとして「味」について日本の食品は一定の評価を受け

ており、特に若い人達の間では日本食品に憧れを持つ人も多く、深圳などでの立食パ

ーティーでは、お寿司や刺身が最初に無くなった例もある。

また、上海などでも生活水準の向上に伴い 「健康」への関心が高まっており、日、

本の有機農産物に相当する中国の「緑色食品」が高付加価値化、差別化されて販売さ

れており、日本、オランダ等の有機食品に対するニーズも高まっている。

上海市民の平均的な所得に比べ日本食のレストラン等の価格は高く、所得水準、他

の物価水準からみても日本の食品を頻繁に食べることは困難であるものの、日本食の

ニーズはそれなりにあることから、ターゲットを高所得層にするとか、若い人達、ま

た、日本文化の影響を多く受けた台湾人（2002年現在、中国に100万人在住）の層に

いかにアプローチするかなど、これらにどう応えるかが必要になっている。
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中国の行政区別ＧＤＰ（２００１年度）表６

域 内 人当り 都市年収 農村年収1

区 分 ＧＤＰ ＧＤＰ 農業生産額 人当り １人当り1

（億元） 順位 （元） 順位 （億元） （元） （元）

10,556.5 1 12,215.3 7 1,688.0 10,534.7 3,769.8広東省 位 位

9,514.6 2 12,791.9 5 1,956.1 7,427.5 3,784.7江蘇省 位 位

9,438.3 3 10,395.7 9 2,454.0 7,141.2 2,804.5山東省 位 位

6,700.0 4 14,325.4 4 1,108.0 10,540.4 4,582.3浙江省 位 位

5,645.0 5 6,098.8 18 2,102.8 5,292.1 2,097.9河南省 位 位

5,577.7 6 8,270.6 11 1,680.5 6,027.8 2,603.6河北省 位 位

5,033.1 7 11,876.1 8 1,045.7 5,832.6 2,557.9遼寧省 位 位

4,950.8 8 29,574.9 1 227.6 12,981.5 5,870.9上海市 位 位

4,662.3 9 7,734.4 12 1,172.8 5,888.7 2,352.2湖北省 位 位

4,421.8 10 5,308.9 23 1,466.8 6,406.6 1,987.0四川省 位 位

4,258.4 11 12,268.4 6 1,061.6 8,384.6 3,380.7福建省 位 位

3,983.0 12 6,184.8 17 1,283.1 6,832.6 2,299.5湖南省 位 位

3,561.0 13 9,653.0 10 711.0 5,461.7 2,280.3黒龍江省 位 位

3,290.1 14 5,496.3 21 1,258.1 5,715.5 2,020.0安徽省 位 位

2,817.6 15 20,387.8 2 214.1 11,659.0 5,025.5北京市 位 位

2,231.2 16 4,970.3 28 872.9 6,722.8 1,944.3広西壮族自治区 位 位

2,176.0 17 5,256.0 26 790.3 5,545.7 2,231.6江西省 位 位

2,077.5 18 4,844.8 29 703.5 6,849.7 1,533.7雲南省 位 位

2,032.5 19 7,450.4 14 659.3 5,361.4 2,182.2吉林省 位 位

1,841.2 20 5,107.5 27 478.8 5,513.8 1,490.8陜西省 位 位

1,826.7 21 18,248.5 3 169.5 8,999.4 3,947.7天津市 位 位

1,774.6 22 5,382.5 22 301.5 5,416.3 1,956.1山西省 位 位

1,750.0 23 5,663.4 20 431.2 6,755.5 1,971.2重慶市 位 位

1,545.5 24 6,504.6 16 555.9 5,561.1 1,973.4内蒙古自治区 位 位

1,485.0 25 7,714.3 13 496.8 6,456.9 1,710.4新疆ウイグル族自治区 位 位

1,082.2 26 3,070.0 31 418.6 5,467.2 1,411.7貴州省 位 位

1,073.0 27 4,188.1 30 344.6 5,413.7 1,508.6甘粛省 位 位

566.1 28 7,192.5 15 325.1 5,927.4 2,226.5海南省 位 位

300.8 29 5,807.5 19 63.3 5,883.8 1,557.3青海省 位 位

298.3 30 5,307.8 24 85.3 5,582.2 1,823.1寧夏回族自治区 位 位

138.6 31 5,290.1 25 52.8 7,912.4 1,404.1西蔵自治区 位 位

95,933.3 7,543.0 26,179.6 6,907.1 2,366.4全 国

資料：中国統計摘要2002年版（名目値、各地区合計は別計算のため計は一致しない）

※第５次人口センサスにより一人あたりＧＤＰを算出。
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(4) 韓国

韓国は基本的に日本と同じ「コメ・麺の食文化」で、主食と副食がはっきりしてい

。 、る 食事におけるコメの地位が他の料理と区分されているなど日本との類似点が多く

ソウル市内には沢山の「日式（いるくし 」と呼ばれる日本食レストランがある。本）

格的な日本食を食べられる高級レストランも多く、韓国の人達が気軽に行く店にうど

、 、 。 、ん ざるそば 稲荷寿司といったメニューもある 季節を問わずにおでんを食べたり

屋台で天ぷらが売られていたり、日本食というよりはすっかり韓国の食にとけ込んで

いる。

また、コメの消費は減少しているが、美味しくて高いコメは増加し、おにぎりが大

ヒットしているなど、加工米飯、菓子類、野菜、フルーツなどの農産物の消費量も伸

びている。

近くて遠い国と言われながら韓国からの訪日客は 年以降、年間 万人を越え1999 100
ている。特に、若い人達は日本のマスメディア等の影響もあってか、日本食への抵抗

感は少ない。

韓国でもライフスタイルの変化から、ミッシー層（ 代以下の年齢層）の主婦の家30
庭では、従来の 品くらいだった夕食のおかずから、２品から３品くらいの数の洋10
風化したおかずとなってきている。

韓国では、健康・ダイエットに対する強いニーズがあり、スーパーに有機農産物等

のコーナーの設置や 「スンニュン（御飯のおこげにお湯を加えた伝統的な飲み物 」、 ）

から薬用茶（漢方などの処方で朝鮮人参などの様々な材料に蜂蜜を加えお湯で溶いた

飲み物）を飲む人が増えているなどの伝統食からの変化や、食事の味のバラエティー

のための醤油や調味料や、デザート、フルーツなど美味しい食べ物に対する消費者ニ

ーズが高まっている。

アジア経済危機以降、韓国の食品、流通、販売業態が大きく変化しており、販売サ

ービスの面で、従来はお金を出してもサービスをしなかった売り手市場から、進んで

消費者の志向を意識した「買い手市場」に急速にシフトしている。このため、直接マ

ーケットに入ってのメニュー提案型チームマーチャンダイジングによる韓国ビジネス

が求められている。

(5) タイ

タイでも若い世代を中心に日本食人気が高まっている。寿司、とんかつ定食、カツ

丼などの日本食の店舗数は約 店、スカイトレイン（高架鉄道）の駅売店でもにぎ300
り寿司を売っているなど、従来は、ホテル内の高級レストランが中心であった日本食

が、ファミリーレストラン、回転寿司など多様な形態で提供されるようになり、中所

得者でも利用できる様になってきている。

また、タイでは、華やかな宮廷料理から気軽に食べられる屋台料理まで、バラエテ

ィに富んだ食文化の中で、郷土料理も地方によって味付けが違う。
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日本食は、馴染みのある中華料理に似ており、健康志向からのニーズもある。

東南アジアは高所得者ほど内食で、低所得者は外食が多いという傾向がある。その

中で、タイの日本食レストラン「オイシ」のビュッフェ式昼食の価格帯は バーツ449
（約 円）と、庶民が使う屋台などの１食 ～ バーツ（約 円前後）に比べ1,200 30 50 100

、 、ると高いが 一定の料金で思う存分日本食を楽しめるため若い世代に人気があるなど

今後、市場の展開方向や高所得者（内食市場やレストランなど）をターゲットにすれ

ば日本からの生鮮品に対する需要の可能性は高いものと考えられる。

(6) シンガポール

シンガポールは多民族国家であり、アジアの中核都市の一つとして多くの外国企業

・外国人が在留するなど国際色豊かであり、食に対しても日本料理をはじめ西欧料理

や韓国料理などバラエティーに富んでいる。

夫婦共稼ぎが多く、女性が家庭で料理をするのはまれであり、家族がそれぞれにホ

ーカーズセンター（庶民的屋台など）などでファーストフードで食事をとる習慣があ

る。寿司屋は高級料理店として認知され、また、食材に日本の和牛肉は欠かせないも

のとなっているが、日系スーパーなどでの持ち帰り寿司や日本からの輸入食材を取り

扱っている店舗もある。

食に対する欲求は、最近は健康志向から豚肉から魚や野菜へのシフトする一方で、

若い人達にハンバーガーの普及など、世代交代と共に伝統食離れが進んでいる。

（外務省ＨＰより）
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各国の主な情勢データピックアップ表７

項目 香港 台湾 韓国 中国 タイ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

1.08 36.00 99.00 9,598.00 513.00 0.62面積（千km2）

6,725 22,406 47,069 1,305,835 63,584 4,108人口（千人）

人口密度

6,256 622 474 136 124 6,647（01：人/km2）

国民総所得

25,920 14,188 8,910 840 2,000 24,740(１人当00：＄）

所得成長率

1.9 － 4.7 9.2 3.3 4.7（ 90－00%）

１当たりＧＤＰ

23,912 12,556 9,602 963 1,988 21,698（名目：＄）

輸入

179,520 140,011 119,750 165,788 50,301 111,062（全体99：百万＄）

23,248,286 24,214,155 25,285,292 30,941,444 11,872,789 14,712,468（日本～01：千＄）

輸出

173,885 148,321 144,745 195,150 58,392 114,691(全体99：百万＄)

1,457,159 14,195,062 17,210,094 57,576,289 10,371,958 5,388,565（日本へ01：千＄）

国際観光客

13,059 － 5,322 31,229 9,509 6,258（2000：千人）

24,500 14,554 17,613 53,357 22,731 23,174在留邦人数

23,483 14,023 16,805 52,820 22,138 22,213（人） 長期

1,017 531 808 537 593 961永住

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ為替レート ﾎﾝｺﾝ･ﾄﾞﾙ ｳォﾝ ﾊﾞｰﾂ新ﾀｲﾜﾝ･ﾄﾞﾙ 元

7.8 － 1,314.4 8.2765 43.921 1.832(02.1：１米＄）

英語,中国語 朝鮮語 中国語 ﾀｲ語,ﾗｵ語 ﾏﾚｰ語,英語主な言語 －

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ語 中国語 . ﾀ ﾐﾙ

語

中国人(98) 朝鮮民族 漢族 (92 ) , ﾁｮ ｼｬﾑ人,ﾗｵ人, 中国人 (76 ) ,主な人種・民族 －

（％） ﾜﾝ族 ,満族 ,ﾎ ﾏﾚｰ人 ,ｸﾒｰﾙ ﾏﾚｰ人 ,ｲﾝﾄ ﾞ

ｲ族 人,中国人 人

道教,仏教 仏教(23),ﾌﾟﾛ 仏教 ,道教 ,ｲ 仏教 (95) ,ｲｽ 仏 教 , ｲ ｽ ﾗ ﾑ主な宗教 －

（％） ｷﾘｽﾄ教 ﾃｽﾀﾝﾄ(20) ,ｶ ｽﾗﾑ教 ,ｷﾘｽﾄ ﾗﾑ教 教 ,ｷﾘｽﾄ教 ,ﾋ

ﾄﾘｯｸ,儒教 教 ﾝﾄﾞゥｰ教

主な出典：世界人口年鑑、世界統計年鑑、貿易統計年鑑、日本統計年鑑、ＵＮＥＳＣＯ統計、世界の国一覧表、

ＪＥＴＲＯ海外情報ﾌｧｲﾙほか

注：項目数値は統計年、記載なしは各国直近年
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日本（参考）項目 アメリカ カナダ イギリス ドイツ フランス

9,364.00 9,971.00 243.00 7.00 552.00 378.00面積（千km2） 35
285,926 31,015 59,542 ,007 59,453 127,291人口（千人） 82

人口密度

31 3 245 0 108 341（01：人/km2） 23
国民総所得

34,100 21,130 24,430 ,120 24,090 35,620(１人当00：＄） 25
所得成長率

2.2 1.9 2.2 1.2 1.3 1.1（ 90－00%）

１当たりＧＤＰ

36,209 23,204 26,286 ,127 23,268 32,535（名目：＄） 24
輸入

1,059,430 214,791 317,969 472,154 289,925 310,012（全体99：百万＄）

121,145,949 6,563,036 12,144,744 15,639,144 6,251,604 －（日本～01：千＄）

輸出

702,098 238,422 268,254 541,067 300,156 417,623(全体99：百万＄)

63,170,516 7,750,641 6,003,335 12,395,159 6,180,543 －（日本へ01：千＄）

国際観光客

50,891 20,423 25,191 18,983 75,500 4,757（2000：千人）

312,936 34,446 51,896 26,402 21,785 －在留邦人数

199,703 12,444 42,586 22,010 17,014 －（人） 長期

113,233 22,002 9,310 4,392 4,771 －永住

米ﾄﾞﾙ 英ポンド 円為替レート ｶﾅﾀﾞ･ﾄﾞﾙ ﾕｰﾛ ﾕｰﾛ

－ 1.5923 0.7077 1.1578 1.1578 132.9(02.1：１米＄）

英語 ,ｽﾍﾟｲﾝ語 英 語 , ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 英 語 , ｳ ｴ ｰ ﾙ ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 ,ﾌ ﾞ ﾙ ﾄ ﾝ 日本語主な言語

など 語 ｽﾞ語 ,ｽｺｯﾄﾗﾝ 語 ,ﾌﾟﾛﾊﾞﾝｽ語

ﾄﾞ語

白人 (84) ,黒人 ｲｷﾞﾘｽ系(38) ｱﾝ ｸ ﾞ ﾛｻｸｿﾝ ﾄﾞｲﾂ人 ｹﾙﾄ人,ｹﾞﾙﾏﾝ系 ,朝鮮主な人種・民族 日本人

（％） ( 1 2 ) , ｱｼ ﾞｱ ･太 ﾌﾗﾝｽ系 (24) , 族 ,ｹﾙﾄ族 (ｹﾞﾙﾏﾝ民族) (ﾌﾗﾝｸ人、ﾉﾙﾏﾝ 人,中国人

平洋系 ﾄﾞｲﾂ系 人) ﾛｰﾏ人,
（％） ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ(32) ｶﾄﾘｯｸ(41) ,ｶ 英 国 教 会派 ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ ｶﾄﾘｯｸ(84) ,ﾌﾟﾛﾃ 仏教 ,神道 ,ｷ主な宗教

ｶﾄﾘｯｸ(23) ﾕﾀﾞ ﾅ ﾀ ﾞ 合 同 協 (48 ) , ﾒｿｼ ﾞｽﾄ ｶﾄﾘｯｸ ｽﾀﾝﾄ,ﾕﾀﾞﾔ教 ﾘｽﾄ教,
ﾔ教 会 派 ( 7 ) , 英 派 ,ﾊﾟﾌﾟﾃィｽﾄ

国教会 派

主な出典：世界人口年鑑、世界統計年鑑、貿易統計年鑑、日本統計年鑑、ＵＮＥＳＣＯ統計、世界の国一覧表、

ＪＥＴＲＯ海外情報ﾌｧｲﾙほか

注：項目数値は統計年、記載なしは各国直近年


